
●横浜はいま

　
横
浜
市
民
の
平
均
年
齢
は
三
一
・
二

歳
。
全
国
平
均
三
三
・
九
歳
、
一
一
大

都
市
平
均
約
三
三
歳
と
比
べ
る
と
、
若

さ
あ
ふ
れ
る
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
三
五
年
か
ら
三
・
七
歳
も
あ
が
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
年
代
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

世
代
に
当
っ
て
い
る
。

●
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
変
化

人
口
構
造
の
変
化

来
に
よ
る
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時

期
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
が
重
な
り
、

四
五
年
に
は
星
型
へ
と
変
化
し
た
。
五

五
年
に
な
る
と
、
四
八
年
以
降
の
出
生

児
数
の
減
少
に
よ
り
、
五
歳
～
九
歳
児

に
第
二
の
ピ
ー
ク
が
で
き
て
、
そ
ろ
ば

ん
珠
二
つ
型
へ
と
変
化
し
た
（
図
－

１
）
。
将
来
の
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
ま

す
ま
す
複
雑
な
型
と
な
る
だ
ろ
う
（
図

｜
２
）
。

●
高
齢
化
社
会
が
接
近

　
年
齢
構
成
と
そ
の
動
き
を
人
ロ
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
で
み
て
み
よ
う
。

　
三
五
年
に
は
、
二
〇
歳
台
に
ピ
ー
ク

が
あ
り
低
年
齢
層
が
少
な
い
紡
す
い
型

で
あ
っ
た
。
四
〇
年
代
に
入
っ
て
急
激

な
人
口
流
入
が
続
く
と
と
も
に
、
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
結
婚
年
齢
到

　
こ
こ
で
六
五
歳
以
上
の
人
口
が
総
人

口
に
占
め
る
割
合
の
動
き
を
み
よ
う

（
図
｜
３
）
。

　
三
五
年
に
は
四
・
一
％
、
四
五
年
に

は
四
・
五
％
、
五
五
年
に
は
六
・
一
％

と
ふ
え
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
は
一
一

大
都
市
の
な
か
で
も
低
位
の
ほ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
六
五
年
推
計
値
で
は
九
・

四
％
と
な
っ
て
現
在
の
全
国
平
均
を
超

え
る
。
七
五
年
に
は
一
五
％
に
達
し
、

市
民
の
実
に
六
・
七
人
に
一
人
は
お
年

寄
と
な
る
。
や
は
り
高
齢
化
社
会
は
横

浜
に
も
確
実
に
接
近
し
て
き
て
い
る
。

し
か
も
、
年
少
人
口
（
一
五
歳
未
満
）

が
減
少
す
る
と
い
う
傾
向
を
と
も
な
っ

て
い
る
。

●
六
人
に
一
人
が
引
越

　
人
口
の
動
き
を
も
う
少
し
く
わ
し
く

み
て
み
よ
う
。

　
三
五
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
二
〇
年

間
て
、
横
浜
の
人
口
は
二
倍
に
な
っ
た
。

図一１　人口ピラミッド昭和35年・45年・55年図－２　将来人口ピラミッド　昭和55年・65年・75年
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内
的
変
化



●第２章／市民生活の環境変化

図一３　年齢別人口構成の推移（各年1O月1日前
半
の
一
〇
年
間
に
年
平
均
八
万
六
〇

〇
〇
人
の
増
加
、
後
半
の
一
〇
年
間
で

五
万
三
〇
〇
〇
人
の
増
加
を
続
け
た
。

四
三
年
か
ら
四
六
年
の
四
年
間
は
年
間

一
〇
万
人
前
後
の
激
し
い
人
口
増
加
で

あ
っ
た
。

　
増
加
の
原
因
を
ま
ず
自
然
増
（
＝
出

生
数
ｌ
死
亡
数
）
か
ら
み
る
と
、
出
生

数
は
四
一
年
の
ひ
の
え
う
ま
の
年
を
例

外
と
し
て
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
四
七
年
の
五
万
三
五

六
二
人
を
頂
点
に
し
だ
い
に
減
っ
て
き

人
は
引
越
し
た
勘
定
で
あ
る
。
五
〇
年

に
こ
の
割
合
が
一
〇
％
台
へ
落
ち
着
き
、

五
七
年
に
は
一
六
・
四
％
、
六
人
に
一

人
が
引
越
し
た
こ
と
に
な
る
。

●
中
心
部
か
ら
郊
外
へ

て
い
る
。
他
方
、
死
亡
数
は
三
六
年
の

五
四
〇
四
人
を
最
低
に
し
だ
い
に
ふ

え
、
四
九
年
以
降
は
一
万
人
を
超
え
て

い
る
。
こ
の
傾
向
ほ
続
く
と
予
想
さ
れ

る
の
で
、
自
然
増
加
は
今
後
も
減
少
し

て
い
く
だ
ろ
う
。
自
然
増
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
人
口
増
加
要
因
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
な
い
　
（
図
-
４
）
。

　
次
に
、
も
う
一
つ
の
要
因
で
あ
る
社

会
増
（
＝
転
入
者
数
－
転
出
者
数
）
を

み
よ
う
。
転
入
者
数
は
四
六
年
（
二
二

万
八
〇
〇
〇
人
）
、
転
出
者
数
は
四
八
年

二
八
万
三
〇
〇
〇
人
）
を
ピ
ー
ク
に
急

激
に
減
少
し
、
五
〇
年
以
降
は
転
出
、

転
入
者
数
と
も
に
一
七
～
一
四
万
人
台

を
推
移
し
て
い
る
。
社
会
増
は
四
五
年

の
六
万
七
〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
五
六
、
五
七
年
は

ふ
た
た
び
増
加
し
て
い
る
。
五
七
年
の

社
会
増
は
一
万
八
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。

　
人
口
移
動
は
市
外
ば
か
り
で
な
く
市

内
部
で
も
生
じ
て
い
る
。
四
六
年
に
は

市
内
・
市
外
を
含
め
て
六
〇
万
近
い
人

が
移
動
し
た
。
人
口
の
割
合
に
し
て
約

二
四
％
、
一
年
間
に
市
民
の
四
人
に
一

　
市
内
の
地
域
的
な
人
口
増
減
は
、
中

心
部
の
減
少
と
郊
外
部
の
増
加
と
い
う

ド
ー
ナ
ツ
化
と
い
わ
れ
る
状
況
を
示
し

て
い
る
。
鶴
見
、
神
奈
川
、
西
、
中
、

南
の
五
区
で
は
五
〇
年
以
降
減
少
傾
向

を
示
し
て
お
り
、
五
一
年
で
は
こ
の
五

区
で
八
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
口
減
少

図一４　社会増〔転入一転出〕および

が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
こ
の
傾
向
が
落

ち
つ
い
て
き
て
い
る
（
図
－
５
）
。

　
一
方
、
周
辺
部
で
は
か
な
り
の
人
口

増
加
が
み
ら
れ
、
五
七
年
で
は
戸
塚
区

で
八
〇
〇
〇
人
、
緑
区
で
一
万
五
〇
〇

〇
人
、
旭
、
金
沢
区
で
も
五
〇
〇
〇
人

以
上
が
増
加
し
て
い
る
。
す
で
に
開
発

さ
れ
た
地
域
で
の
人
口
定
着
な
ど
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
傾
向
は
し
ば
ら

く
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図一５　区別人口推移と人口密度
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自然増〔出生一死亡〕の推移
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